＜今回、依頼する翻訳＞
[今回依頼する結果と考察の和文168字]＋ヘルパー援助力の考える援助
[英文抄録の学会誌による英文語数　２００語]

方法：前回の依頼と今回の違い
前回：尺度の２次因子がヘルパーのニーズ把握と計画力に影響するという因果モデルを検討した.
今回：尺度の２次因子がヘルパー援助力の考える援助に影響する因果モデルを検討した.

結果と考察
　構成概念として設定した食生活の内実,健康状態,健康への意識性,家族近隣との関係,介護家族の意識のうち,因子を構成しなかった健康状態を除き４因子が抽出され,確認的因子分析の適合度は良く,構成概念妥当性が認められた.α係数は十分な値であった. 因果モデルは有意な関連を示し,介護を通じた利用者理解が援助力に影響することが示唆された.

＜構成概念の４因子を説明しますので参考にしてください＞
「食生活の内実」とは、①台所のゴミを見て何を食べているか、②ゴミ箱の包装紙から菓子をどのくらい食べたか、③冷蔵庫の賞味期限切れ食品から注意力の程度、④食事でどのくらい食べるかを分かること。
「健康への意識性」とは、①健康に気をつけているか、②食生活や栄養を気をつけているか、③体を清潔に保つことに気をつけているかを分かること。
「家族近隣との関係」とは、①別居の家族と行き来している程度、②近所の人たちとのつきあいの程度が分かること。
「介護家族の意識」とは、①介護している娘や息子が、介護をどう感じているか、②介護している家族が、負担感だけでなく意義を感じていることが分かること。
＜考える援助という因子を説明しますので参考にしてください＞
訪問介護員が、①利用者の生活が良くなるよう援助の仕方を考える、②手伝う人がいないときの生活を考えて工夫する、③必要な働きかけをすること。2012の翻訳依頼では‘thoughtful care’でした。
＜参考にして欲しい学術用語・表現＞
因果モデル  causal model
確認的因子分析 confirmatory factor analysis
適合度指標 fit index
構成概念妥当性 construct validity
α係数  coefficient alpha

＜参考１；前回0326依頼＞
介護を通じた利用者理解とヘルパー援助力の因果モデル
目的　
　訪問介護員が利用者理解に必要な情報を介護を通じて把握することを測る尺度の開発を第一の目的とし,この利用者理解の水準が訪問介護の援助力に影響することの検証を第二の目的にした.
方法
　訪問介護員503人を対象に質問紙調査を行い,有効回答301件(53%)を分析した. 探索的因子分析によって得られた４因子11項目を,２次因子の測定モデルにして確認的因子分析を行った. 尺度の２次因子がヘルパーのニーズ把握と計画力に影響するという因果モデルを検討した.
結果
　確認的因子分析の結果,尺度の適合度は良く,職務満足感など外的基準は有意な相関を示し,一定の妥当性が認められた.信頼性はα係数.900で十分な値であった. 因果モデルの適合度も良く, 介護を通じた利用者理解は,援助力に.76で影響していた.　　　
考察
　因果関係のパス係数は大きく,介護を通じた利用者理解の水準が援助力に影響することが示唆された.
＜参考２；0413納品_job01205＞
A Causal Model between Home helpers' Understanding of User Needs in Care Practice and Their Performance
Purpose
The purposes were to develop a scale to measure how home helpers obtain necessary information for understanding user needs, and to examine the influence of the level of understanding on their performance in home help service.
Methods
A questionnaire survey was conducted of 503 home helpers and 301 valid responses (53%) were analyzed with exploratory factor analysis. The 4 factors and 11 items identified were used for a secondary factor model to conduct confirmatory factor analysis. A causal model was examined to confirm whether the secondary factor of the scale influences home helpers' understanding of user needs and planning ability.
Results
Confirmatory factor analysis indicated a good fit of the scale, a significant correlation with external criterion including job satisfaction, and a certain validity. A reliability coefficient alpha was satisfactory (.900). It also indicated a good fit of the causal model (.76) of the influence of understanding of user needs in care practice on care performance. 
Discussion
A path coefficient of the causal relationship was high, indicating that the level of understanding of user needs in care practice influences care performance.
